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【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 内 に 複 数 本 の 中 空 糸 膜 が 収 容 さ れ 、 前 記 容 器 が 微 小 有 用 物 質 を 含 む 液 を 前 記 中 空 糸  
膜 に 供 給 す る た め の 、 第 一 の 液 の 出 入 口 及 び 第 二 の 液 の 出 入 口 と 、 前 記 中 空 糸 膜 を 透 過 し  
た 前 記 液 を 排 出 す る た め の 第 三 の 液 の 出 入 口 と 、 を 有 す る 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル と 、
　 前 記 第 一 の 液 の 出 入 口 及 び 前 記 第 二 の 液 の 出 入 口 に 接 続 さ れ 、 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル  
を 含 む 循 環 路 を 形 成 す る 第 一 流 路 と 、
　 前 記 第 一 流 路 に 、 前 記 液 を 供 給 す る 第 二 流 路 と 、
　 前 記 第 一 流 路 内 に 介 装 さ れ 、 前 記 液 を 正 逆 可 能 に 循 環 さ せ る １ 以 上 の ポ ン プ と 、 を 備 え  
る 、 微 小 有 用 物 質 を 含 む 液 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ポ ン プ が チ ュ ー ブ ポ ン プ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 流 路 の 容 量 が ５ ～ １ ０ ０ ｍ Ｌ で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置  
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ポ ン プ は 、 前 記 第 一 流 路 内 の 、 前 記 第 一 の 液 の 出 入 口 側 に 配 置 さ れ た 第 一 ポ ン プ 及  
び 前 記 第 二 の 液 の 出 入 口 側 に 配 置 さ れ た 第 二 ポ ン プ を 少 な く と も 備 え る 、 請 求 項 １ ま た は  
２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 中 空 糸 膜 の 、 平 均 内 径 が ０ ． ２ ～ １ ． ４ ｍ ｍ で あ り 、 分 画 分 子 量 が １ 万 ～ １ ０ ０ 万  
で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 一 流 路 は 、 着 脱 可 能 な 構 成 と さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装  
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 二 流 路 が 前 記 微 小 有 用 物 質 を 含 む 前 記 液 の 原 料 液 を 貯 留 す る 原 料 貯 留 部 と 接 続 さ  
れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 二 流 路 内 に 、 前 記 原 料 貯 留 部 か ら 供 給 さ れ た 前 記 液 内 の 不 純 物 を 除 去 す る 担 体 カ  
ラ ム が 介 装 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 二 流 路 内 に 、 前 記 原 料 貯 留 部 か ら 供 給 さ れ た 前 記 液 内 の 不 純 物 を 除 去 す る ろ 過 部  
材 が 介 装 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 液 内 の 不 純 物 を 除 去 し た 後 の 前 記 液 、 及 び 前 記 第 一 流 路 内 の 前 記 液 を 貯 留 す る 、 第  
一 タ ン ク を 備 え 、
　 前 記 第 一 タ ン ク は 前 記 第 二 流 路 と 接 続 さ れ て お り 、 前 記 第 一 タ ン ク は 、 前 記 第 一 流 路 に  
向 け て タ ン ク 内 の 前 記 液 を 供 給 す る 第 三 流 路 が 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 精 製 濃  
縮 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 希 釈 液 を 貯 留 し 、 前 記 希 釈 液 を 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル に 供 給 す る た め の 第 四 流 路 が 接  
続 さ れ た 第 二 タ ン ク を 備 え る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 二 タ ン ク と 前 記 第 一 タ ン ク と が 第 五 流 路 で 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の  
精 製 濃 縮 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 一 流 路 か ら 前 記 第 五 流 路 の す べ て が 着 脱 可 能 な 構 成 と さ れ て い る 、 請 求 項 １ ２ に  
記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 三 流 路 に 向 け て 光 を 照 射 し て 光 の 透 過 率 を 検 出 す る 光 セ ン サ ー を 含 む 液 面 位 置 監  
視 装 置 と 、
　 前 記 液 面 位 置 監 視 装 置 の 出 力 に 基 づ い て 前 記 第 二 タ ン ク 内 の 前 記 希 釈 液 を 前 記 中 空 糸 膜  
モ ジ ュ ー ル に 供 給 す る タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 第 一 制 御 部 と を 備 え る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の  
精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 一 制 御 部 は 、 前 記 第 二 タ ン ク 内 の 前 記 希 釈 液 を 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 前 記 第  
三 の 液 の 出 入 口 か ら 供 給 す る タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 一 流 路 と 接 続 さ れ 、 前 記 第 一 流 路 内 の 前 記 液 を 回 収 す る 第 三 タ ン ク を 備 え る 、 請  
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 一 流 路 、 前 記 第 二 流 路 及 び 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の １ 以 上 の 要 素 が ハ ウ ジ ン グ  
内 に 配 置 さ れ た 構 成 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 の ク リ ー ン 度 を 管 理 す る 管 理 部 を 備 え 、
　 前 記 管 理 部 は 、 ろ 過 空 気 を 供 給 す る フ ァ ン フ ィ ル タ ー 装 置 を 備 え る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載  
の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 管 理 部 が 、 Ｕ Ｖ ラ ン プ を 備 え る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 微 小 有 用 物 質 が 、 細 胞 外 小 胞 、 抗 体 、 ウ ィ ル ス 、 タ ン パ ク 質 、 酵 素 、 及 び 核 酸 か ら  
選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 少 な く と も 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル 、 及 び 前 記 第 一 流 路 が 、 着 脱 自 在 な カ ー ト リ ッ ジ の  
ケ ー ス 内 に 収 納 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 少 な く と も 前 記 第 二 流 路 、 及 び 前 記 担 体 カ ラ ム が 、 着 脱 自 在 な カ ー ト リ ッ ジ の ケ ー ス 内  
に 収 容 さ れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ケ ー ス 内 に 、 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル 、 及 び 前 記 第 一 流 路 が 収 容 さ れ て い る 、 請 求  
項 ２ ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル が 前 記 第 三 の 液 の 出 入 口 を 少 な く と も ２ つ 有 し 、
　 前 記 第 一 制 御 部 は 、 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 前 記 第 一 の 液 の 出 入 口 及 び 前 記 第 二 の 液  
の 出 入 口 の 前 記 液 の 流 通 を 止 め た 状 態 で 、 前 記 少 な く と も ２ つ の 第 三 の 液 の 出 入 口 の う ち  
の １ つ か ら 前 記 希 釈 液 を 供 給 し 、 そ の 後 、 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 前 記 第 一 の 液 の 出 入  
口 及 び 前 記 第 二 の 液 の 出 入 口 の 前 記 液 の 流 通 を 開 い た 状 態 で 、 前 記 少 な く と も ２ つ の 第 三  
の 液 の 出 入 口 の う ち の １ つ か ら 前 記 希 釈 液 を 供 給 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置  
。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 精 製 濃 縮 装 置 を 用 い て 、 微 小 有 用 物 質 を 含 む 精 製 濃 縮 液 を 製  
造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 微 小 有 用 物 質 を 含 む 液 の 原 料 液 を 前 記 精 製 濃 縮 装 置 に 供 給 す る こ と 、
　 前 記 液 を 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル で 精 製 し 、 濃 縮 す る こ と を 含 み 、
　 前 記 液 を 精 製 し 、 濃 縮 す る こ と が 、 前 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 含 む 前 記 循 環 路 内 を 、 前  
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記 液 を 正 逆 可 能 に 循 環 さ せ な が ら 行 わ れ る 、 微 小 有 用 物 質 を 含 む 精 製 濃 縮 液 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 中 空 糸 膜 ）
　 本 開 示 の 中 空 糸 膜 の 材 質 は 、 本 開 示 の 使 用 目 的 や 微 小 有 用 物 質 を 含 む 液 の 性 質 等 に 応 じ  
て 、 適 宜 、 設 計 す る こ と が で き る 。
　 具 体 的 に は 、 ポ リ ビ ニ リ デ ン フ ロ ラ イ ド （ Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ ） 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン （ Ｐ Ｅ Ｓ  
） 、 ポ リ ス ル ホ ン （ Ｐ Ｓ Ｆ ） 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ Ｐ Ｅ 、 Ｐ Ｐ 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 等 ） 、 ポ リ ア ミ ド  
、 ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 、 セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト （ Ｃ Ａ ） 等 の 有 機 ポ リ マ ー 系 材 料 及 び そ  
れ ら の 変 性 体 を 適 用 で き る 。
　 さ ら に 、 上 記 か ら 選 択 さ れ る 複 数 成 分 か ら な る 複 合 中 空 糸 膜 も 適 用 で き る 。
　 こ の う ち 、 微 小 有 用 物 質 が 、 エ ク ソ ソ ー ム 等 の 生 体 分 子 で あ る 場 合 は 、 セ ル ロ ー ス ア セ  
テ ー ト （ Ｃ Ａ ） 製 の 中 空 糸 膜 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 Ｃ Ａ 製 の 中 空 糸 膜 （ 以 下 、 「 Ｃ  
Ａ 膜 」 と 記 載 す る こ と も あ る ） を 使 用 す る こ と で 、 精 製 濃 縮 処 理 時 の ろ 過 速 度 の 低 下 を 抑  
え 、 か つ 中 空 糸 膜 の 膜 表 面 に 堆 積 し た 微 小 有 用 物 質 の 回 収 効 果 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で  
き る 。 そ の 理 由 と し て 、 生 体 分 子 の 表 面 電 荷 が 弱 い 負 電 荷 で あ り 、 Ｃ Ａ 膜 も 弱 い 負 電 荷 で  
あ る た め 、 生 体 分 子 と Ｃ Ａ 膜 と が 強 い ク ー ロ ン 力 で 引 き 合 う こ と が 無 く 、 循 環 線 速 度 を 適  
正 に 制 御 す る こ と に よ っ て ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 の せ ん 断 力 が 機 能 し や す い こ と 等 が 挙 げ ら れ  
る 。 ま た 、 Ｃ Ａ 膜 を 用 い る こ と に よ り 、 後 述 の 方 法 で 中 空 糸 膜 の 膜 表 面 に 堆 積 し た 微 小 有  
用 物 質 を よ り 効 率 的 に 回 収 で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ３ の 精 製 濃 縮 装 置 １ に お い て 、 第 三 流 路 ６ １ Ａ 及 び ６ １ Ｂ 、 及 び 第 四 流 路 ７ １ Ａ に  
つ い て も 、 同 様 に 、 少 な く と も 一 部 が 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ で 構 成 さ れ て い る 。 液 面 位 置 監 視  
装 置 １ １ 、 流 量 計 ４ １ 、 及 び 積 算 流 量 計 ６ ３ は 、 フ レ ー ム ３ ０ １ に 取 り 付 け ら れ て い る と  
と も に 、 チ ュ ー ブ を 設 置 可 能 な チ ュ ー ブ 設 置 部 を 有 し て お り 、 該 チ ュ ー ブ 設 置 部 に 、 第 三  
流 路 ６ １ Ａ 及 び ６ １ Ｂ 、 又 は 第 四 流 路 ７ １ Ａ の 一 部 を 構 成 す る 各 チ ュ ー ブ を 設 置 し て 使 用  
す る 。 そ の 他 の 各 流 路 に つ い て も 、 少 な く と も 一 部 が 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ で 構 成 さ れ て い る  
こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 記 の 構 成 の 変 形 例 と し て 、 第 一 ポ ン プ ３ １ 、 第 二 ポ ン プ ３ ２ 、 液 面 位 置 監 視 装 置 １ １  
、 及 び 積 算 流 量 計 ６ ３ か ら 選 ば れ る １ 以 上 の そ の 他 要 素 を 膜 処 理 及 び 前 処 理 カ ー ト リ ッ ジ  
内 に 収 容 し 、 前 記 フ レ ー ム ３ ０ １ に 対 し て 、 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ ３ 、 各 流 路 、 及 び 上 記  
そ の 他 要 素 か ら な る カ ー ト リ ッ ジ を 着 脱 自 在 と し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ４
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
（ 精 製 濃 縮 処 理 ）
　 流 路 ６ １ Ｂ に 供 給 さ れ た 粗 精 製 液 は 、 流 入 方 向 ６ ２ ａ を 流 れ て 第 一 タ ン ク ６ ０ に 貯 留 す  
る こ と が で き る 。 第 一 貯 留 液 は 、 第 一 流 路 １ ０ 内 で の 液 の 精 製 濃 縮 処 理 の 進 行 状 況 に 応 じ  
て 、 第 三 流 路 ６ ２ ｂ を 介 し て 、 第 一 流 路 １ ０ に 供 給 で き る 。 第 一 流 路 １ ０ 内 に 供 給 さ れ た  
液 （ 第 一 貯 留 液 ） は 、 循 環 路 ３ ０ ａ 及 び ３ ０ ｂ を 循 環 さ せ な が ら 精 製 濃 縮 処 理 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 第 一 流 路 １ ０ 内 に 介 装 さ れ て い る １ 以 上 の ポ ン プ を 稼 働 さ せ る こ と で 、 第 一 流 路 １ ０ 内  
の 液 を 、 循 環 路 ３ ０ を 通 っ て 循 環 さ せ る こ と が で き る 。 図 ９ の 装 置 １ に お い て 、 第 一 ポ ン  
プ ３ １ 及 び 第 二 ポ ン プ ３ ２ が 共 に チ ュ ー ブ ポ ン プ で あ る 場 合 、 循 環 路 ３ ０ ａ を 通 っ て 液 を  
循 環 さ せ る た め に は 、 ２ つ の ポ ン プ の 送 液 方 向 を 互 い に 時 計 回 り に 設 定 し 、 か つ 第 一 ポ ン  
プ ３ １ 及 び 第 二 ポ ン プ ３ ２ の 一 方 の ポ ン プ を メ イ ン ポ ン プ に 設 定 し て 、 前 記 メ イ ン ポ ン プ  
の 出 力 を 他 方 の ポ ン プ の 出 力 よ り も 高 く 設 定 す る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 メ イ ン ポ ン プ は  
、 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ ３ を 起 点 と し た 際 に 、 液 の 上 流 側 に 位 置 す る ポ ン プ と す る こ と が  
好 ま し い 。 図 ９ の 装 置 １ の 場 合 、 循 環 路 ３ ０ ａ を 通 っ て 液 を 循 環 さ せ る 場 合 は 、 第 二 ポ ン  
プ ３ ２ の 出 力 を 第 一 ポ ン プ ３ １ の 出 力 よ り も 高 く 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 循 環 路  
３ ０ ｂ を 通 っ て 液 を 循 環 さ せ る 場 合 は 、 第 一 ポ ン プ ３ １ の 出 力 を 第 二 ポ ン プ ３ ２ の 出 力 よ  
り も 高 く 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た こ の 時 の 、 ポ ン プ の 出 力 差 は 、 ２ ～ １ ５ ％ が 好 ま  
し く 、 ４ ～ ２ ０ ％ が よ り 好 ま し い 。 な お 、 第 一 ポ ン プ ３ １ 及 び 第 二 ポ ン プ ３ ２ の 出 力 は 、  
こ れ ら ポ ン プ が チ ュ ー ブ ポ ン プ で あ る 場 合 は 、 吐 出 流 量 （ ｍ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） 、 又 は 出 力 （ 回  
転 数 ） を 変 更 す る こ と で 設 定 で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 １ ４ 、 １ ５ に お い て 、 「 Ｂ ｅ ｆ ｏ ｒ ｅ 」 は 、 精 製 濃 縮 処 理 前 の 試 料 を 意 味 し て お り 、  
「 Ｅ Ｃ Ｆ あ り 」 は 実 施 例 ２ の 方 法 で 得 ら れ た 精 製 濃 縮 液 を 示 し 、 「 Ｅ Ｃ Ｆ な し 」 は 比 較 例  
２ の 方 法 で 得 ら れ た 精 製 濃 縮 液 を 示 し て い る 。 図 １ ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 ２ の 方  
法 に よ れ ば 、 不 純 物 と し て の タ ン パ ク 質 濃 度 が よ り 低 下 し て お り 、 エ ク ソ ソ ー ム の 純 度 を  
よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 図 １ ５ に お い て 、 波 長 ５ ５ ７ ｎ ｍ 付 近 の ピ ー ク は 、 培 養 液  
中 に ｐ Ｈ 指 示 薬 と し て 含 ま れ る フ ェ ノ ー ル レ ッ ド に 由 来 す る ピ ー ク で あ り 、 精 製 濃 縮 液 に  
お け る 不 純 物 に 該 当 す る 。 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ２ の 方 法 に よ れ ば 、 不 純 物 と し て  
の フ ェ ノ ー ル レ ッ ド の 濃 度 が よ り 低 下 し て お り 、 エ ク ソ ソ ー ム の 純 度 を よ り 向 上 さ せ る こ  
と が で き る 。
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